






































































郡 市 区 i町村
間年9月 I81.836 I 84.536 I 91.436 I 66協
間年間 I94.6 
1町 年間 I94.6 l十 I82.2 
永田幹夫『改訂，地域福祉論』全社協， 1993年， P.230.一部修正を行
っTこ。





























































































































このような流れの中で. 1992年4月 I新・社会福祉協議会基本要項j (以
























































































夫 夫の親 妻の親 妻以外 近所 友人 保母
の親族 の人 保育所
最も重要
127 17 73 16 18 41 4 
(36.6) ( 4.9) (21. 0) ( 4.6) ( 5.2) (11. 8) ( 1. 2) 
374 185 349 104 237 265 31 




























医師 保健所 電話 巡 回 育児書 育児 その他 相談で 合計
病院 相談 相 談 雑 誌 きない
16 8 5 1 13 6 1 1 347 
( 4.6) ( 2.3) ( 1. 4) ( 0.3) ( 3.7) ( 1. 7) ( 0.3) ( 0.3) ( 100) 
153 94 25 5 232 141 10 2 
(31. 5) (19.4) ( 5.2) ( 1. 0) (47.8) (29.1) ( 2.1) ( 0.4) 







































































































































































































胡 4 3 2  
実数% I~~i % 1実数% 1実数%実数%
合計
市社協| 4: 19.0%1 刊52妨| 5j 23坊| 1: 4.8%1 0: 。刻 21
町村社協| 3: 4問 21: 31. 3%1 叫 50叫 81 11. 9%1 1: 1. 5%167 



































































43 2  
評 価 三五;一一語一一手 l為雪十
市社協| 41 19.0判 3: 14.3%: 71 33.3判 61 28防| 1: 4問 21
町村社協i3: 4開 4: 6似 20j 29例制 53矧 4: 6.0%167 






















4 3 2 
評 価~数i実 % 1実数% 1実数% 1実数% 1実数%
合計
市社協| 4! 19.0%1 9: 42.9%1 6: 28協| 2: 9.5%1 0: O同21
町村社協| 2: 3叫同 19.4%1 刊 20矧叫 47脱| 9.0%167 










43 2  
評 価
実数1 z |実数iF6 |実数% 1実数 %実数) 克
合計
市社協l7! 33抗| 1: 4切 2' 9.5%1 0: OMM524%121 
町村社協| 1: 1判 2: 3倒 1協| 。ι 。州問 94叫 67


























































































































































































































































































































五人街カ亡，化た自つど 談会きtr.どを通づLて， 共そ通のす仲間る悩づみ 問O題羽
の ちの のっかけくり， くり
識認と 主〉を てい活常る動。的的 くむ よ相など〉へ
ンテ増ィア と日 な(訓活練動会拠，点の提ろず供を談行ない， 白
そ
(31運助行営活動を動力手力に伝のハン強デをィはのかあるって当事い者育る。の人・派たちの事組織務局づ拠く点りと提，供そのの
取 うボランティアの成 遣と の を
くり
してい助のる・要。団( (41当事提的者援言 体望・グループが供の自啓分な発たどちの問を行題すなすの解め決について行の政側
み に したり地域報提へ 活〕動 る際に，そ















































































































































































うな紹団体介， グノレー が るこ っていない。
とを したりしている。




4っとも りくめている 動，メE力込アッ 動，会力アップ，強要組性，織提の言認運能識動力…5 アッ の増
2~3 つ ノツ アップなど〉援員との アップなど員〉の必 t主
-・ 4 課あの助 な あるが，その援助が社舌~刃L、協の重要
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